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ル
で
す
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
炉

前
ホ
ー
ル
は
、
天
空
光
が
差
し
込

み
、
白
い
大
理
石
で
ま
と
め
た
開
明

る
い
ホ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
荘
厳
さ
が
さ
ら
に
増
し
、
故

人
へ
の
一
思
い
を
一
層
深
め
る
心
理

的
演
出
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

{
待
合
ロ
ピ
1
・
待
合
室
}

会
葬
者
が
，
刷
出
れ
。
か
ら
。
迎

平
塚
市
営
火
葬
場
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
三
か
年
継
続
事
業
で
え
w

へ
の
気
持
ち
の
転
換
を
行
う

建
て
替
え
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
施
設
は
、
鉄
筋
窯
簡
で
す
。
関
口
部
を
大
き
く
と

り
、
積
極
的
に
外
光
を
採
り
入
れ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
送
り
の
二
階
態
で
で
、
延
べ
閥
横
は
三
千
六
百
三

て
切
る
い
空
間
同
と
し
、
自
然
の
木

十
二
平
方
M
川
。
総
事
業
費
は
三
十
七
億
七
千
八
百
万
円
で
、
完
成
自
を
基
識
と
し
た
内
装
や
色
瑞
闘
が

は
平
成
六
年
の
予
定
で
す
。

ζ
の
問
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
迷
会
葬
者
を
や
さ
し
く
包
み
、
心
を

和
ら
げ
安
患
を
与
一
え
ま
す
。

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

待
合
室
は
八
室
(
和
室
六
室
、

平
塚
市
営
火
葬
場
は
、
昭
和
三
在
使
用
し
な
が
ら
工
事
を
行
う
た
洋
室
二
室
)
で
、
い
ず
れ
も
こ
室

十
八
年
に
竣
工
し
て
以
来
二
十
九
め
、
敷
地
の
北
側
に
寄
せ
て
一
建
設
を
一
家
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

年
を
盛
逼
し
、
炉
の
傷
み
が
激
し
す
る
よ
う
許
泊
幽
さ
れ
て
い
ま
す
。
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
、
絡
設
が
老
符
化
し
た
た
め
、
敷
地
の
東
側
の
相
撲
川
燐
接
部
{
廊
下
}

建
て
替
え
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
分
は
、
河
川
保
全
区
域
に
指
定
さ
虫
庭
に
沿
っ
て
収
脅
に
向
か
う

し

た

。

れ

て

い

る

た

め

、

駐

車

場

(

五

十

廊

下

は

。

迎

え

の

み

ち

。

と

し

新
し
い
施
設
は
、
既
事
の
施
設
一
一
一
台
)
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
て
、
自
然
光
に
殺
ら
な
い
人
工
照

i

L

a

h

恒

明

に

よ

る

場

面

転

換

の

「

間

」

を

的

理

的

容

輩

記

を

演

出

し

て

い

ま

す

。

i

1

4

〔審ホ
i
ん
及
室

新
し
い
施
設
は
、
景
観
を
考
慮
常
へ
の
意
識
の
転
換
が
行
わ
れ
る
最
後
の
儀
式
を
行
う
m
迎
え
の

し
て
綴
を
多
く
取
り
入
れ
、
一
一
十
と
こ
ろ
で
す
。
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
場
q

を
設
定
し
て
、
人
を
や
さ
し

八
抗
の
煙
突
も
撤
去
し
、
環
境
に
ら
差
し
込
む
光
が
、
ェ
ン
ト
ラ
ン
く
迎
え
る
色
調
で
統
一
し
、
厳
粛

や
さ
し
い
電
気
集
塵
(
じ
ん
)
機
ス
ホ
ー
ル
へ
と
誘
導
し
ま
す
。
な
雰
隠
気
を
援
し
出
す
た
め
に
大

等
を
備
え
た
、
先
進
都
市
に
ふ
さ
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
「
告
別
」
「
見
理
ゐ
で
仕
上
げ
を
し
て
い
ま
す
。

わ
し
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
送
り
」
「
収
骨
」
を
導
線
で
つ
な
{
火
葬
炉
}

ま
た
、
炉
の
燃
料
も
量
油
か
ら
都
ぐ
中
心
的
空
間
で
、
円
形
の
ホ
l

炉
は
六
義
(
増
設
ス
ペ
ー
ス
一
一

市
ガ
ス
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
ル
で
す
。
八
本
の
柱
は
天
空
へ
の
碁
)
で
、
別
に
汚
物
炉
一
基
が
あ

特
に
、
会
一
持
者
の
心
理
を
考
え
よ
昇
感
と
八
方
位
を
一
市
し
、
「
小
り
ま
す
。

で
「
告
別
」
『
見
送
り
」
「
収
脅
」
宇
宙
)
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
演
出
で
徳
裁
と
謹
盤

と
い
う
行
為
に
独
注
し
た
空
間
を
す
。
人
間
に
と
っ
て
永
遠
の
テ
1

取
り
入
れ
、
心
環
的
な
変
化
に
効
マ
で
あ
る
砂
生
と
死
4

の
象
徴
的
入
口
付
近
の
植
栽
は
、
凶
器
哀
悼

果
的
な
演
出
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
安
問
と
な
っ
て
い
ま
す
。
還
し
て
緑
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
濃

2
高的別ホ
i
ル

}

(

か

ん

)

木

等

を

植

え

、

明

る

さ

蕗
設
の
紹
介

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
告
を
強
議
し
て
通
路
全
体
に
広
が
り

そ
れ
で
は
、
主
な
建
物
の
内
容
別
室
へ
行
く
と
き
の
空
間
セ
す
。
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

と

施

設

の

内

容

に

つ

い

て

紹

介

し

門

倉

競

護

}

待

合

室

の

訴

に

あ

る

媛

麗

は

ま

し

ょ

う

。

儀

式

と

し

て

最

後

の

お

別

れ

を

「

窓

吹

き

」

と

い

う

テ

i
マで、

議
物
の
外
擦
は
、
花
開
(
こ
う
)
す
る
場
で
、
天
空
へ
誘
う
ト
ッ
ブ
雑
木
林
、
庭
石
、
渡
木
、
草
花
な

岩
を
主
体
に
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
毒
ラ
イ
ト
の
光
章
、
定
、
抱
擁
感
ど
を
取
り
入
れ
、
四
季
折
々
の
花

用
し
、
重
厚
か
つ
永
年
の
趣
と
、
の
あ
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
見
ら
れ
る
庭
で
、
明
る
さ
と
落

き
ら
び
や
か
さ
と
が
調
和
し
て
い
{
見
送
り
・
炉
前
ホ
i
ル
}
ら
着
き
の
あ
る
景
観
を
演
出
し
て

ま

す

。

儀

式

と

し

て

の

お

別

れ

を

す

ま

い

ま

す

。

{
箪
寄
せ
〕
せ
た
あ
と
も
入
炉
ま
で
見
届
け
た
中
庭
は
、
庭
園
闘
と
は
対
熊
的

玄
関
と
も
な
っ
て
い
る
車
寄
せ
い
方
の
た
め
に
、
ガ
ラ
ス
一
枚
で
に
、
静
粛
た
る
場
所
と
し
て
設
許

は
、
会
葬
者
が
最
初
に
訪
れ
る
場
炉
前
ホ
ー
ル
と
分
離
し
、
照
籾
等
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
で
あ
り
、
日
常
生
活
か
ら
非
自
を
ひ
か
え
た
空
間
が
見
送
り
ホ
l

，
担
当
環
境
衛
生
管
理
課
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(2) 

八
月
三
十
一
日
か
ら
向
開
会
さ
れ
て
い
た
九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
二
十
二
日
審
議
を
終
え
開
開

会
し
た
。
今
議
会
は
、
一
般
会
計
捕
主
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
平
場
市
の
休
日
を
定
め

る
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
十
八
案
件
が
審
議
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
教
育
委
員
の
選
任
な
ど
十
案
件
が
最
終
臼
に
提
案
さ
れ
求
認
さ
れ
た
。
(
敬
称
略
)

ま事耳~4ま引の将司 68誌報ひらつか

①
市
で
は
ア
メ
リ
カ
の
U
3
3
レ
ン
一
め
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い
る
。

ス
古
川
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
一
向
5

栓
界
の
出
来
事
や
お
本
と

が
、
さ
ら
に
国
際
交
流
親
善
を
進
一
外
囲
網
と
の
関
係
に
つ
い
て

一

①

関

心

が

あ

る

灯

・

7
計
一
た
め
、

一
⑧
や
や
関
心
が
あ
る
幻
・
ー
が
一

1
1
1

一
③
あ
ま
り
閉
関
心
が
な
い
一
一

M
W
2
パ
引
一
一

④
関
心
が
な
い

2
・
5
ザ

こ

す

⑤
わ
か
ら
な
い

2
・
5
ず
一
一
宮

国
側

6

布
市
内
に
は
約
一
一
一
千
人
の
外
一
一

麹
人
が
然
活
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
一

数

に

つ

い

て

こ

①
も
っ
と
多
い
と
思
っ
て
い
た
こ
汁
け

一一

O
円

:

-

j

 

2

z
セポ一
r
h
H
l
l

②
だ
い
た
い
そ
の
程
度
で
あ
る
と
一
雲
閣
の
分
譲
希
妥
者

重富496欝

。
一
般
法
捧
相
離
日
月
白
日
(
本
)
、
担
自
(
水
)
、

日
月
4
B
(水
)
、
日
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
1
日
時

。
臓
器
盟
、
棋
託
、
潤
慾
樹
騒
日
月
日
日
(
金
)
、
日
時

st即時

。
一
雄
市
農
相
識
揮
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
抗
日
@
第
2
・第
4
土
瞳
は
砕
く
)

G
璃
費
生
活
相
経
団
月
珂
日
(
金
)
、
訪
日
(
金
)
、
却
日
(
金
)
、

日
月
6
5
(金
)
、
日
自
(
金
)
、
9
時
1
日
時

。
定
明
年
金
相
韓
日
月
間
臼
(
木
)
、
山
時
1
日
時

。
発
明
帯
諜
特
許
相
鵠
日
月
9
日
(
月
)
、
刊
時
1
日
時

。
一
下
簡
融
引
相
該
国
月
日
日
(
木
)
、
日
時
泊
分
i
u四時

〈
〉
性
宅
相
談
(
新
築
補
嬉
な
ど
)
日
月
羽
田
(
火
)
、
日
時
1
団
時

を

離
帯
少
一
律
相
制
副
都
議
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
お

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
弓
は
日
時
ま
で

。
悩
を
}
と
は
か
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
a

日

ω
i七
八
一
一
一

O

月
3
土
曜
日
9
時
t
J
M
M
時
却
分

穣

社

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

〈
〉
心
配
ご
と
相
鶴
毎
週
月
瞳
目
、
日
時
1
日
時

〈
〉
専
門
(
法
捧
、
金
融
、
性
宅
、
底
癒
)
相
談
同
月
日
日
(
木
)
、

日
月
四
日
(
木
)
、
四
時
1
日
時
予
約
制

〈
〉
生
活
支
鵠
摺
訟
毎
週
月
3
金
曜
日
、

8
時
却
分
1
口
時

八
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
揺
週
月
《
土
曜
日
、
8
時
四
分
1
口
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
、
第
4
土
曜
は
除
く
)

〈
〉
結
婚
穏
談
毎
週
日
種
目
、
日
時
5
日
時
(
第
3
日
曜
日
除
く
)

。
母
乎
相
談
・
察
躍
泥
童
相
談
短
趨
月
ら
金
曜
臼
、

9
時
3
日
時

〈
〉
高
齢
者
職
難
相
識
毎
週
月
i
金
曜
日
、

9
時
却
分
、
同
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
・措
4
土
曜
日
を
除
く
)

。
掃
人
相
談
盤
月
第
2
木
曜
日
、
日
時
1
日
時



出

問

ほ

沢

ス

口

社

後

巣

ャ

②

会

湘

の

り

テ

一

(

午

、

ジ

影

A
売

盛

ン

ザ

一

白

菜

ン

)

嶺

J

認

が

コ

パ

ヨ

日

野

レ

~

念

イ

物

一

)

作

③

シ

(

、

ワ

時

記

会

で

輩

ナ

尽

創

英

一

審

卵

ユ

1
の
大

愚

釦

一

(

ぱ

し

ズ

羽

ヨ

揖

鶏

ジ

後

と

き

公

J

コ

ロ
M

っ

か

イ

井

シ

ド

、

障

午

し

巻

合

む

る

。

日

時

ら

か

夕

立
U

子

ン

肉

戦

、

か

り

総
山
市
め
を
~
3
は
①
協
①
明
パ
綜
畏
竜
~
か
の

も

却

し

け

)

後

由

農

本

ア

①

ク

恐

時

③

ポ

年
老
楽
掛
土
{
午
明
暗

]
.
1
松

ュ

ル

①

hu

ン

ム
マ
幻
と
山
山
{
~
平
一
ザ
一
②
チ

1
シ

前

会

ヤ

ま

た

、

こ

の

ほ

か

に

十

五

臼

比

例

一

ゴ

湖

一

沼

一

J

ト
寸
レ
門
ト
②
J
a
一
一
駄
即

(

臼

)

の

午

前

九

時

か

ら

、

先

着

で

つ

お

る

月

前

合

物

コ

ほ

コ

~

③

一

売

ナ

日

山

積

八

百

人

の

み

な

さ

ん

に

キ

ン

モ

ク

南

ま

や

れ

日

午

総

し

南

る

ジ

時

コ

部

一

(

鉛

}

'

湘

い

族

さ

胸

躍

湘

な

一

3

)

物

の

コ

一

子

偽

セ

イ

の

仲

田

木

を

お

配

り

す

る

。

ご

A

こ

ま

意

向

間

総

場

な

A

②

テ

後

~

産

花

供

ヨ

つ

の

来
場
を
。

J
て
ご
間
刑
務
時
会
主

J

ス
午
時
特
、
子
シ
び
そ

で
か
山

-
-
e
園
{
ト

E
B
2
I
物

{

一

ち

{

マ
間
期
間
間
口
[
月
日
日
(
念

)
i
U
T
1
8
1
4
1
K
4
2
1
t
i
t
i
i
i年
1
8
1
1

EE)

一
O
免
疫
叉
畿
①
ご
み
の
資
源
一
コ
ン
ク
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
に
出
口
問
す
る
中
古
車
弁
当
四
百
円
以
内

・
待
問
笠
間
一
一
山
時
1
午
後
4
時
一
化
フ
ェ
ア
②
横
木
市
一
る
お
弁
当
(
出
品
物
は
全
て
展
示
一
③
数
育
者
弁
当
四
百
円
以
内

初

分

一

百

月

刊

呂

5
出
向
島
一
さ
れ
る
)
を
甘
募
集
す
る
。
一
③
シ
ル
バ
ー
弁
当

7
会
場
見
附
合
体
育
館
と
そ
の
一

O
箆
強
口
公
駁
安
居
水
産
物
の
…
手
軽
に
作
れ
、
楽
し
め
る

田

川

辺

一

安

売

り

③

緑

の

相

談

室

③

俊

一

イ

デ

ア

い

っ

ぱ

い

の

お

弁

当

(

こ
い
ま
つ
り
引
が
開
聞
か
れ
る
。
マ
主
な
拙
惜
し
物
一
し
物
コ
ー
ナ
ー
(
ミ
一
一
動
物
鼠
、
一
食
は
米
)
を
お
持
ち
い
た
だ
き

会
場
を
巡
る
無
料
パ
ス
が
遂
行
さ
一

{
U
R
U滋
1
叩
山
口
組
}
一
ボ
ン
ハ
ゼ
、
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
)
一
ぃ
。

れ

る

の

で

ご

利

用

を

。

一

@

車

総

合

箆

轟

量

産

物

、

二

日

号

立

一

マ

部

門

、

経

費

(

雲

の

み

)

な
お
、
産
業
ま
つ
り
会
場
で
は
一
花
き
、
鶏
卵
品
評
会
②
産
業
紹
一

O
気
約
台
公
磁
キ
ン
モ
ク
セ
イ
一
③
行
楽
弁
当
五
百
円
以
内

毎
年
好
評
と
な
っ
て
い
る
農
・
水
一
介
コ
ー
ナ
ー
③
工
業
緩
③
敏
一
の
苗
木
配
布
(
午
前
9
持
1
、
②
幼
稚
園
醐
弁
当
二
百
円
以
内

産
物
の
安
売
り
や
荷
品
の
み
つ
け
一
光
F
2具
、
写
生
展
③
み
つ
け
市
一
着
八
百
人
)

市
な
ど
、
数
多
く
の
拙
憶
し
物
コ
i
…
③
農
林
統
計
図
表
浪
示
会
⑦
鎗
一

ナ
ー
が
並
ぶ
ほ
か
、
今
年
は
友
好
一
栽
展
⑧
一
傍
し
物
コ
ー
ナ
ー
(
口

都
十
沼
町
向
山
市
が
市
を
紹
介
す
る
コ
一
、
レ
ン
ス
市
、
花
巻
市
、
高
山
市
、

l
ナ
ー
を
一
設
付
、
物
産
品
を
絞
亮
一
お
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
、
豆
何
時
名
療

す

る

。

一

品

な

ど

)

③

展

示

コ

ー

ナ

ー

第 495吾晋

o徴収事務嘱託員……・省H ・H ・-…・品名
・職務 富良憧康保険税、国民年金保険料、

下水 道 使 用 料 等 の 徴 収

・平成 5 年 4 月 1 日で50歳~60歳の方

。ボイラー操作嘱託長...・H ・...・H ・.1名
・平成5年 4Fl 1日で60誰以下のボイラー設

師の資格を有する男子

。施設管理(勤労会童書)嘱託皇室…口 l名
・平成5年 4Fl 1日で60麓以下町男子

。討す民窓口センター害事務嘱託員…ヰ名
・平成5年 4月 1Bで35歳~50撲の女子

く保健嫁...・H ・.....・H ・......・H ・..・....1:s 
-平成5年 4sl1Bで50歳以下で、保健婦の

資格を有する方

く〉栄養士…H ・H ・-……....・M ・...・H ・2名
・平成 5年 4月 1臼で30歳以上の栄護士の資

格を有する方

。社会繍祉協議会務員…ー...・H ・...1名
・職種 栗原ホームで福祉介護 業 務 等

ー平成 5年 4月 1Bで35語以下の高校卒業以

上の男子で、自動車免許を有する方

。社会福祉協議会媛託員....・H ・-… 1名
・職種栗原ホームで保鍵鍔噂業務

・平成5年 4月 1臼で50歳 以下立保健婦の

資格を有する方

。申し込み市絞む履歴書に写真をはって、

lofH6臼掛から訪日閉までに、 E主主妾本人が

磯員課人事係に持書する

F.!詩(詔)
表荷のときll}守8!3(毘}

王手塚駅務口地下道入口号待

三島神社一乗主主王子 海宝寺

高山樗牛の碑一月湘庵

村芥弦斎文学碑

持参するもの 軽装で弁当と水筏

※問い合わせ 社会教育課文化財保護部

と

品

開

ス

集

コ

広聴パトロール

く)lOml!3鮒
• 10時~12符崇蕃公民館
・ 19持~21時 Fノ

く)10月28El俄
• 10時-12~寺松原公民館
・lA持参p、."ミ段告 が

広報広聴諜



(4) 

ボ
ー
ん
そ
落
と
さ
な
い
よ
う
に

平成4怒 号 。 湾 守 § 窃

喜
一一平塚治社会掻祉大会一一

滋時1OF.l諸島{認)13時 欄 演

会場市浅センターホール

1:Iフレンドオンステージ
・県立湘南養護高等部スターライト音響E君

・民謡のかたり 笹尾幸子さん

合マジックアクclパットシ昌一ザ・プードル

会議問雪量畿と家主主ロマンティカシ調一

。入場整理帯各地限公民館、市役所市渓椅談

室、市民センターで記布中

議荷い合わせ福後政策課庶務銅当(内融217)

語Fm月
叩
四
日
(
臼
)
8時
市
野
珠
協
会
秋
季
大
会

-m丹
幻
臼
(
水
)
誇
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
¥
ふ
大
会

-
m
Rお
臼
(
臼
)
9同
町
田
m相
撲
少
年
軟
式
野
球
大
会

'
m
R
h品
目
(
土
)
1
日
月
1
日
(
日
)
9時
間
聞
東
地
区
大

学
準
硬
式
五
リ
ー
グ
大
会

関
口
月
五
日
か
ら
3
月
日
出
日
ま
で
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

ヌ、

ス
ポ
i

'̂ 

秋
国
明
れ
の
中
、
市
内
の
各

小
中
学
校
を
会
場
に
、
小
学

校
m
y
d動
会
、
地
区
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
媛
大
に

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、

特
に
対
抗
戦
、
得
点
積
呂
で

は
、
み
な
さ
ん
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
取
り
級
ん
で
い
ま
し

た。
一
番
の
人
気
種
目
の
リ

レ
ー
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ

つ
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
手
に
汗
に
ぎ
る

入
、
手
を
た
た
い
て
喜
ぶ
人

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
た

ち
の
プ
レ
ー
に
満
足
で
き
た

よ
う
で
し
た
1

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
鵠
(
中
山
間
平
一
生
1
中
学
生

一
塚
市
大
原
1

1
平
塚
球
場
内
@
一
マ
競
技
議
園
小
学
生
男
子
(
二

一
電
謡
お

O
一
O
一
一
)
で
は
、
総
一
千
M

川
)
、
問
女
子
(
一
千
討
)
、
中

一
合
体
育
館
を
会
場
に
ス
ポ
ー
ツ
数
一
学
生
男
子
(
=
一
千
が
て
問
問
女
子

一
一
室
を
開
聞
く
。
ご
ま
茄
を
。
一
(
一
一
千
M
U

酌
一
〔
川
町
ス
ポ
ー
ツ
務
座
e

疲
労
殴
後
一
マ
申
込
鍛
問
問

則
一
一
の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
}
了
第
1
回
自
分
社
月
n
b
臼
(
金
)

計
一
マ
臼
時
間
山
月
初
日
(
木
)
午
後
了
第
2
回
目
分
沼
田
月
訪
日
(
火
)

沖一

7
時
5
9時
一

マ

申

込

先

平

塚

球

場

内

体

育

翻

訳

蜘
一
マ
会
場
第
2
体

育

室

一

(

電

話

お

よ

ニ

O
六
O
)

叩
一
一
〉
籍
制
東
海
大
学
体
育
学
部
一

一

山

一

野

口

泰

一

博

氏

一

口

i
ド
レ

i
ス

凶
一
マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
ぉ
一
の
参
加
者
募
集

川
一
勤
め
、
ま
た
は
通
学
(
徐
く
高
校
一

一
生
)
し
て
い
る
方
ぬ
人
、
先
着
一
平
塚
市
陸
上
競
技
協
会
で
は
、

一

瀬

一

総

合

公

開

間

内

に

あ

る

公

認

コ

ー

ス

一
{
第
3
獄
ヱ
ア
ロ
ど
ク
ス
教
護
}
一
を
使
っ
て
市
淀
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

一
守
包
程
ロ
月
4
臼

t
u月
2
日
一
大
会
を
開
く
。

一
の
毎
週
水
曜
日
、
全
5
百

一

円

v
間期日

U
R
m臼
(
臼
)

て

寵

午

前

詩

5
孔

時

一

三

茄

喜

市

内

に

お

住

ま

い

一円
v
会

場

第

3
体
育
室
一
か
お
勤
め
の
中
学
生
以
上
の
方

一円
v
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
一
〉
競
技
種
目
一
般
勇
子

(
5
J

一
勤
め
の
女
性
剖
入
、
抽
選
古
川
、

U
J
M
U
、
印
刷
歳
以
上
申
芳
子

一
中
毒
茄
料
一
一
一
千
五
百
円
一

(
5
J
M
川
)
、
…
般
女
子

(
5キロ

吋
一
マ
申
込
期
限
叩
月
幻
臼
(
水
)
一
討
、
高
校
女
子

(
5乙
川
)
、
中

山
一
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
〈
1
人
1
一
学
男
子

(
5キ
ロ

M
M
)
、
問
問
女
子

札

一

枚

〉

一

(
3
J
M
)
、
視
覚
出
障
害
者
男
子

新
一
{
鏡
2
関
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
毅
一

(
3
J
M
U
、
問
問
女
子

(
3
J

均

一

輩

出

一

好

)

鋭
一
マ
呂
田
恒
立
月
6
g
1
3月
刊
四
日
一
マ
参
加
料
一
般
六
百
円
、
高
校

応
一
ま
で
の
問
問
の
金
一
曜
臼
、
全
お
随
一
生
四
百
円
、
中
学
生
一
一
一
宮
内

一
・
持
閥
午
後
6
時
ぬ
分
1
7時
一
マ
申
込
期
限
羽
月
日
出
臼
(
月
)

一

治

分

一

マ

申

込

先

平

塚

球

場

内

体

育

課

一
マ
会
場
第
3
体

育

室

一

(

襲

罰

コ

一

05)

一
寸
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一

一
勤
め
の
方
印
入
、
先
謀
議
一
総
合
体
育
大
会
の

一

マ

参

加

料

六

千

円

一

優

勝

は

中

原

広
報
広
聴
謀
で
は
広
報
ビ
デ
オ
一
{
体
験
ス
キ
ュ

i
パ
ダ
イ
ビ
ン
グ
一

を
制
作
し
、
十
月
三
十
一
日
(
土
)
一
教
室
}
一
市
東
総
合
体
育
大
会
(
八
月
一
一

テ
レ
ビ
神
奈
川
で
放
映
す
る
。
一
マ
臼
時
円
以
月
8
門
口
(
臼
)
午
前
一
十
コ
吾
、
三
十
日
、
九
月
六
門
口
、

タ

イ

ト

ル

は

日

時

1
午
後
3
時

一

市

民

ス

ポ

ー

ツ

広

場

ほ

か

)

が

行

先
生
め
が
け
で
ぶ
つ
け
ち
ゃ
え

77時 l

雲査)主
主各 ? 
弱受告

重量雪
票頗 午
、)後

関 4

喜入こ出
場さ演

i警告襲
警背手
警官高
火号

11月11
18時 15分務撞

とこ
・入場 無料(先着700人)

講師清水麗明氏
{プロフィール] 1973年にフォ クグループ「あ白ね

のねJとしてデビュー。現在はテレビやラジオの司会等

に活曜中。また「闘武揖レーシングチームjのリーダー

として、オートパィの棄しい乗り方などを教えている0

・問い合わせ文化行 政推進室(内綿673)

ぎと



具

、

思

食

代

否

九

十

円

マ

問

い

合

わ

せ

先

中

央

公

民

館

一

え

る

」

で

、

九

十

歳

を

超

え

た

一

マ

毒

温

水

ブ

ー

ル

わ

れ

、

中

豪

露

し

ぢ

嘉
を
希
望
さ
れ
る
章
、
は
一
(
電
話
M
l一
二

三

一

言

、

震

の

漁

師

と

し

て

働

い

一

マ

童

話

器

住

ま

い

、

ぉ

一

中

古

昨

年

五

位

で

あ

っ

た

が
き
に
住
所
、
氏
名
義
、
電
一

1

1

1

i

i

i

一

て

い

ら

れ

る

金

量

太

さ

ん

に

ス

一

堂

、

ま

た

は

通

学

し

て

い

る

訪

玉

、

今

年

議

選

(

憲

二

種

秋

を

率

慾

か

ら

時

眺

め

な

が

ら

、

九

一

話

番

号

、

希

望

日

を

記

入

の

う

一

一

ポ

ッ

ト

を

あ

て

な

が

ら

、

あ

ま

り

一

歳

以

上

印

歳

以

下

の

方

印

人

一

同

町

準

優

勝

昭

一

積

回

国

)

で

の

活

緩

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
住
友
義
護
支
一
T
制
平
塚
市
護
軍

i
一

会

館

ま

つ

り

の

一

知

ら

れ

て

い

な

い

漁

紡

の

生

活

一

(

午

前

半

後

各

犯

人

)

抽

選

一

の

ほ

か

、

全

競

技

に

わ

た

っ

て

替

同
心
持
U
ド
Y
E
一
一
れ
軒
珪
日
当
日
f
J
官
報
広
糠
謀
(
内
一
参
加
者
を
募
集
一
区
内
即
日
れ
諮
問
肥
料
日
間
は
刊
誌
江
戸
一
時
γ
訪
日
目
ur

輔
の
小
学
校
で
出
さ
れ
る
給
食
義
一

l

i

l

i

-

-

一

一

童

話

ま

つ

り

(

十

一

月

一

一

一

介

す

る

。

長

い

た

だ

き

た

い

。

一

枚

〉

一

と

お

り

。

柔

一

一

十

四

チ

よ

。

動

食

し

て

み

る

。

♀

茄

を

。

一

一

十

七

回

土

一

十

九

包

)

の

会

場

で

…

マ

放

映

臼

O
月
1
泊

三

午

一

議

4
額

水

泳

教

護

一

門

祭

墨

懇

駅

マ

実

施

尽

2
5
(火
)

、

一

童

謡

コ

ン

サ

一

行

わ

れ

る

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

大

会

と

…

前

日

時

品

分

川

辺

町

一

マ

臼

種

日

月

百

1
U月
8
a
一
・
優
勝
中
原
、
2
位
富
士
見
、

都

営

(

金

)
j
g実
施

一

i
e
ト

を

葺

く

一

聖

護

大

会

富

場

者

を

募

集

一

マ

番

組

名

と

ん

に

ち

は

抽

奈

川

一

(

除

く

孔

長

田

)

の

毎

週

火

・

一

3
位

書

、

益

金

田

、

5

閥

会

口

市

役

需

渓

ホ

ー

ル

午

一

;

一

言

。

震

を

希

望

さ

れ

る

方

は

一

(

テ

レ

ピ

神

奈

川

)

一

木

管

す

回

一

位

選

、

6
位

翌

7

位

制

約

8
時

印

刷

分

一

教

育

委

員

会

で

は

、

親

子

ふ

れ

一

十

一

月

十

臼

(

火

)

ま

で

に

、

宇

一

な

お

、

放

映

し

た

ビ

デ

オ

は

中

一

盛

時

閥

午

後

7
時
1
8
降
初
分
一
港
、

8
位
閥
抗
町
、

9
位
花
水
、

轍

マ

コ

ー

ス

一

あ

い

童

謡

コ

ン

サ

ー

ト

高

く

。

一

矧

平

塚

市

追

分

1

日

霊

会

一

央

図

書

銃

殺

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

一

マ

事

温

水

プ

ー

ル

…

詮

真

土

;
市
役
所
(
午
前
9
碍
)

j

k

J

宇
田
部
一
議
謡
、
あ
そ
び
歌
な
ど
、
み
ん
一
舘
(
電
諮
問
ω
一
一
一
一
二
三
一
一
)
へ
。
一
で
乏
し
出
す
。
ご
利
用
を
。
一
マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
ぉ
…
{
弱
体
戦
媛
授

栗
原
ホ
ー
ム
1
県
環
境
和
学
セ
ン
一
な
で
楽
し
く
歌
っ
て
み
よ
う
。
一
ふ
茄
霊
山
中
高
に
お
住
ま
い
一

7
1
7
1
7
f
1
4
j
1
一
勤
め
、
ま
た
は
通
学
(
除
く
高
校
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
弟
子
大

タ
1
1北
部

学

校

給

食

共

同

議

理

一

守

[

口

時

一

の

剖

歳

以

上

の

方

、

ま

た

は

身

体

一

マ

会

場

教

室

戸

館

(

保

育

あ

り

)

一

さ

し

て

い

る

路

歳

以

上

部

歳

以

一

待

問

女

子

神

間

、

剣

遂

照

場
〈
昼
食
〉

1
粗
大
ご
み
破
獄
処
一

2
時
i

一
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
一
溺
議
将
機
大
会
〕
マ
…
内
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
一
下
の
方
組
人
(
初
心
者
加
入
、
一
時
射
繋
花
本
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

一
〔
ゲ
i
ト
ポ
1
ん

大

会

}

一

マ

義

弘

月

お

口

仕

事

、

地

域

活

動

な

ど

、

社

会

参

一

撃

者

犯

人

)

抽

選

一

溌

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

花

水

、

家

一
マ
臼
一
時
江
月
お
門
口
(
土
)
午
前
一

9
母、、

J

一
加
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
一
エ
あ
料
四
千
円
一
道
路
北
、
自
転
車
松
が
託
、

一
9
マ

一

マ

喜

重

量

一

マ

出

演

者

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

一

マ

申

込

期

限

背

百

(

喜

一

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

里

見

、

卓

球

一
マ
会
場
藷
同
緑
地
…
マ
申
し
込
み
は
が
き
に
住
所
、
一
松
村
満
美
子
さ
ん
、
フ
リ
ー
フ
イ
一
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
〈
1
人
1
一
港
、
陵
上
競
技
金
臣
、
テ
ニ
ス

一
平
し
云
は
が
き
に
喪
主
氏
名
、
年
齢
(
身
障
害
祭
、
一
タ
1

議
事
官
、
:
人
一
枚
、
重
ク
ラ
ス
を
必
ず
記
入
主
建
軟
式
野
球
A

富
士
見
、

一
5
人
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
一
費
段
、
警
を
記
入
一
マ
定
員
一
一
百
人
(
引
肝
臓

)
7
5〉
一

言

受

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

男

子

一
関
脇
欝
麟
麟
鏑
鞠
鶴
鶴
欝
錦
繍
一
J
p
h
H
V
刊
誌
推
進
室
一
月
開
少
年
少
女
一
九

A
A
b
h
F
J

一

鱒

購

鰯

鱗

麟

麟

鞠

麟

麟

鱗

鱗

欝

問

問

一

1

1

1

1

1

1

一

マ

ラ

ソ

ン

大

会

一

R
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
A

室
、

一

2
5ゴ
ザ
詩
吟

i
i一

平

塚

あ

る

く

会

一

月

例

マ

ラ

ソ

ン

大

会

長

さ

一

月

間

日

町

村

山

ボ

ー

一
次
位
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
聞
か
れ
る
。
一
し
の
出
発
(
た
芸
ち
)
ム
袋
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
川
崎
市
一
れ
る
小
・
中
学
生
を
募
集
す
る
。
一
ル
向
精

一
ご
来
場
を
。
一
あ
る
幌
国
へ
」
〕
一
に
あ
る
日
本
民
家
協
を
訪
ね
な
が
一
こ
の
大
会
は
、
平
塚
市
少
年
少
女
一

警

察

審

議

会

喬

一

マ

品

百

官

玉

午

後

一

ら

、

自

然

2
5喜

一

マ

ラ

ソ

ン

大

会

(

今

喜

一

一

一

河

一

大

会

の

結

果

成

の

つ

ど

い

}

一

1
符
ぬ
分
1
4時
一

地

を

歩

く

。

参

加

さ

れ

る

方

は

、

一

七

日

、

平

塚

競

技

場

で

開

催

)

に

一

(

敬

称

略

)

V
日
時
日
月
幻
自
(
臼
)
午
後
一

e

s

g

o

e

q

O

R

a

t

一
当
日
、
直
接
集
合
場
所
に
お
集
ま
一
ι
附
け
て
の
練
濯
に
と
毎
年
行
っ
て
一
{
第
幻
邸
機
人
一
ア
ニ
ス
ト
l
ナ
メ

1
時
1
4時
一

、

雑

有

た

き

〉

一

り

を

。

一

い

る

も

の

。

参

加

さ

れ

る

方

は

、

一

ン

ト

大

会

9
月
M
臼
、
桃
浜
町

一

め

る

所

き

と

o
a
一

一

一

マ
事
実
公
民
館
ホ
ー
ル
一
た
い
を
だ
る
を
日
亨
日
時
背
官
豆
、
降
一
保
護
者
の
承
諾
を
一
得
て
か
ら
お
申
一
霊
場
、
参
加
的
チ
ー
ム

マ
内
容
雪
山
典
少
年
の
主
張
一
/
ぐ
て
地
た
す
賂
~
一
水
機
率
OM1ι
上

の

と

き

ま

中

止

一

し

込

み

を

。

一

・

優

勝

塩

田

俊

子

(

児

約

一

・

紡

え

土

、

市

連

忠

一

4
下

2

1

3

t

一

一

作

文

芸

ほ

か

②

記

念

講

演

一

を

を

生

る

引

制

ご

9

一

・

集

合

小

田

急

線

伊

勢

原

駅

一

マ

期

目

玉

、

幸

松

邦

子

(

閉

村

)

組

、

「
陸
上
四
百
以
へ
の
挑
戦
」
東
一

j
災
に
い
つ
を
に
月
一
午
前
9
時

一

会

1
官

背

6
a
(臼
二
2
位
中
林
能
子
(
ふ
じ
み

海
大
学
体
育
学
部
講
師
9

パ
ル
セ
一
;
秋
山
口
取
草
川
引
一
マ
コ
ー
ス
伊
勢
原
駅
i
向
ケ
丘
一
午
前
9
ヤ

一

号

、

井

出

恵

子

(

ふ

じ

み

野

)

ロ

ナ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

選

手

高

野

詰

忠

雄

む

鞠

一

没

頭

駅

臼

本

民

家

圏

第

五

・

警

官

1
月

管

室

一

興

3
位

真

山

淑

子

(Z

進

戻

割

削

酌

に

つ

れ

町

槻

一

場

向

ケ

丘

遊

間

訳

伊

勢

疎

開

帆

一

午

前

9
持
1

一
向
)
、
植
松
正
美
(
議
平
)
制
問

中
定
員
七
一
自
人
(
先
着
麟
)
れ
、
雑
品
敬
語
予
一
マ
授
害
す
る
物
弁
当
、
雨
具
、
一
マ
会
場
平
塚
競
技
場
一
周
鳥
居
謹
ヱ
J

(

ふ
じ
み
野
)
、
鶴

枯

地

。

日

寸

口

篭

災

一

一

一

ヤ
申
込
先
青
少
年
課
育
成
係
は
き
る
は
刈
(
火
一
交
通
費
六
百
八
十
円
、
入
園
料
一
三
マ
巻
む
山
山
資
格
市
内
の
小
学
5
年
一
誠
司
登
美
(
撚
争
原
)
総

(

内

線

七

六

二

)

で

空

す

方

、

署

慰

一

百

伺

警

ら

査

る

お

防

4
4

一

初
か
調
い
な
消
の
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
球
場
市

」

古

川

広

倣

一

体

裏

(

霊

ね

l
…ニ

O
六
O)

露五事主義主

我
が
家
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
五
人

家
族
で
す
。

一
〈
〉
私
の
ふ
る
さ
と

牛
深
市
は
熊
本
索
天
草
諸
島

ザ一一
L

の
E
車
両
問
端
に
あ
っ
て
、
県
内
最

ご
」
大
の
漁
港
を
持
つ
ま
ち
で
す
。

揮喜495霊号

太
滋
州
市
子
さ
ん
(
組
織
)

。
私
の
家
族

名
犬
?
シ
ロ
を
中
心
に
、

か
ま
ず
健
践
で
あ
る
ζ
と
。
を

(5) 

古
く
か
ら
南
設
貿
易
の
中
継

基
地
と
し
て
栄
え
、
そ
の
名
残

は
渓
謡
「
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
」
と

し
て
欽
一
い
継
が
れ
、
全
開
各
地

の
ハ
イ
ヤ
節
の
ル
1
ツ
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

天
草
の
春
を
彩
る
牛
深
ハ
イ

ヤ
祭
り
は
毎
年
四
月
の
第
三

工、

B
曜
臼
に
問
問
か
れ
、
市
白
民

総
参
加
の
お
祭
り
と
し
て
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
ハ
イ
ヤ
の
リ

ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
ま
ち
を
練
り

歩
く
の
は
圧
感
で
す
よ
。

。
卒
中
暗
に
品
悼
ん
で
の
融
問
品
摺

平
塚
海
岸
の
ボ
ー
ド
ウ
オ
ー

ク
の
辺
り
か
ら
銚
め
た
夕
日
や

山
が
き
れ
い
で
好
き
で
す
J
O

海

や
海
岸
を
も
っ
と
利
用
で
き
た

ら
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
少
な
く
な
っ
て
い
く
白
然

を
残
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な

気
が
し
ま
す
ね
。
(
虹
ケ
浜
)

〈
襲
撃
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

諮
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

ん
で
か
ら
の
感
崎
山
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

。
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅
間
同

町
9

1

平
塚
市
広
報
広
晴
樹

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係
(
内

線
一
一
二
四
)

。
山
山
月
刊
同
日
(
日
)
9時
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

噂
一
山
月
お
臼
(
臼
)
9時
平
塚
市
空
字
選
選
手
権
大
会

・
口
月
3
日
(
祝
)
9
時
間
同
高
校
体
育
連
盟
新
人
卓
球
大
会

子結婚j施行60"寄与@子有箆センター露書館30馬車手記念家主義

日月22錦{沼)14時
市民センターホール

ベートーベン作鈴「交響幾重窮九番

ニ短観作品125会犠付零j

e 語費重量尋苦 綴 擦 小沼野望宏之

管弦楽神奈111フィ }v/、ーモニー

管弦楽街

。申し込み 10月31El(主主までに往復はがき (1人

l枚)に住所、氏名、電話番号、公槙名を記入し

f宇 254平壇市見附町 j市民センター jへ。
応募者多数のときは抽選。 骨32~2235

く>J急務会体湾童書〈電話31-3057)

e鯖故撞詔 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式曜諦 (~16時)、バレー (16時-)

.10発 26周{月)午後 1 時~8時

・11潟 2，ヨ(汚)グ
※ 12月分抽選会

11月 2臼 野球場、テニス、体育館

11月 4日桃誤テニスコート

く〉金殿公民童書体官憲章宮崎話31-2136)

く〉金箆公渓館体務室宮崎話58.-0101)

。事事箆公渓童書体育館〈電話55-0239)

。緩湾公民銀体害事童書〈電話31-2255)

s開瞳輔自 バレー(9時-13時〉、パドミン

トン、卓球(13時-16時)、バスケット(16

繍凶月間関{月〉午曹雪 9時~午後 8時

・1l}苦 9悶{月〕が



e 定員 中学生以と30人く抽選〉

'教材野 5叩内

ー申し込み 10月四日までに往復はがきで

すど開鰭時間 9 時 :jO分~16時間分

体舘罰 毎週月曜日

ヲJ葉樹舘キ254iZS八構電話35-2111

金
時
蝿
陣
原
山
由
軍
事
く
ん

(
墜
土
晃
小
1
年
)
の
作
品

合喜重与を~る重量「秋(j)~霊Blli t主霊祭@主霊長室j

アンドロメf星Z襲、ベルセウス照二重星田

などを顎連銀で眺める。書加自由

日時日月 13日〈金)四時~20時30分

台会場博物舘和学教室、 謹上

会プラネタリウム

{畿の一生 ト成長す る星の話。

a期間 9月12日〈土) ---11月 1日{日)

A京葬轟1極地方で見られる現象の話。

勾期間口丹 7日{土) ~1 月刊日〈臼)

立体襲安全襲警雪 f車まずきj

@日時 11月15臼{日) 9 時~15時

@会場博物鯨科学教室

句定員 20人〈抽選〉

a 教材警警 8加円

投申し込み 口月 8自までに柱盤はがきで

合ナチュラワスト繁華華

湖南地方拍動捕物について研究されている

方々の認を聞く講展込書加自由

日時日月14日(土) 18時~即時

也会場博物館講堂

・講師藤訳市立大躍中学校 高橋和也教諭

v 内容アシ置の鳥と自然

会鰯銭狩場開 9 時~16時間骨

会鉢館調 革週月曜日、月末

会博物鰭乎254揖関町 電話交3-5111

女曹金安手金鵠

'7'254設問!!fIl2 抗電話泣 7029

合格渓アートギャラリー

E平場市中学校鶴翻療3
・会期間月 14日(水) .--..-20日(火〉

f平理市文イヒ鰻〈事異，総額・鞠菩・帯>l

笥絵画 10月 228 (木) .-....-11月 3

• B時 四 月18日(8)時時30分

句会場莞術舘アトリエ

講師ホルベイン工業舗本誠一郎氏

すワークショッブ多草震のこ主かち苦言るf5

平場町土から絵具を遭ってみる。

日韓日月 7日〈土〉、 21日〈土〉、 12月 5

日{土〉、 19日〈土).会 4@J

時間 10時~16時

e 会 場 莞 梼 舘 ア ト ジ ヱ ほ か

司講師造事作家小川知紀氏

開催呂毎月揮し第2、第 3、第木曜

日15時~

E北関醤館]

・開樺日 揮月第 2水曜日日時~

官開摺時間

火~日曜日 9時---16時50分

〔金曜日田み 中央図書轄の貸出草と参考室

は 9 時~18時夕刊

す体鵠沼 揮週月曜日、月末

食中央121欝 摺

予254謹関町12-41 電話3トー0415

会北関欝舘

キ 254田村5155._.1 笥話5:')--1232

す;聾晃司祭

資少年会館を利用しているグループ的活動

発表会図

・期間 10月31日(土) 9 時~21時、日月 2

日(日) 9時 -17時

・会場 青少年金語、文化公閤

・内容 展示(絵画、陶芸、花、書培か〉、ス

テージ〈吹審議、コーラス、バンドほか〉、

模掻居、特別企甑〈環境そを考える)

会開館時間

火~土曜日 9時-21時30分

〈日曜日のみ 9 時~17時}

τr体鶴田揮i!ll月曜日、日月 4日

平
塚
七
夕
ま
つ
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石
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横
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マ
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秀
賞
田
口
和
雄
(
東
京

小説・文学

再 会 ベ ト ナムのダーちゃん

早乙女勝元

花と歴史の50山 田中澄江

ド口ップホ塔 長野まゆみ

お見合い行進曲 三田さゆり

家庭・生活

生命操作はど こま で許 され るか

メ ア リ ー ・ ワ ー ノ ッ ク

地球理壇クイズ B 省アドウー

地球は訴えている 天野博正

うま い 高 い きたい庖 東京・横浜

ブルーガイド編集部

玲子さんのす て 害 発 見 旅 西 村 玲 子

土と遊ぼう 松尾嘉郎

フラメンコ入門 マリカ・カノレメン

石甑浩二のお つ ま み 凶 鉱 石 坂 浩 二

社会科学@その他

産まない選択 領島瑞穂

本田宗一郎幹d古1.人生語鯖

lli蜂喜

大人の密イギリスととどもの留日本

会 16ミリ験写機操作技術祭畿会

'日程 11月 13日〈金) ~14日(土)

・時間 9 時四分~16時間分

・会場 中央臨書館3階会議室

・定員 市内にお住まい、お勤めま1<

している方30人く先着踊〉

・テキスト代 500門

会議議 f私だけの手作りはがきj

牛乳パックを利用してはがきを作る。

・日時日月21日〈土) 13時30分~日時四分

・会場 中央圏書館 3階会議室

・定員 .'j ，~学生以一上20人く先着踊〉

合ビデオ狭話題会t

(ö) 10~18日(自 )10時・日時、 3楢ホル

「タオタオ絵本舘ートックとムーの仲車りj

30クテ

@lO月 25S (毘) 10時・ 14時、 3構 ホ ー ル

「間・しっ暗自曹のウサギJ30分

す狭量霊会

。日月 1S (日)叩時・ 14時、 3賠 ホ ノ レ

「少年四自由思い出J55分

窃 11)考8臼{器) 10時・ 14時、 3糟ホール

「サッツウむきじJ54分

合こども験衛会

@1l月 15自(認)10時 .14時、 3階ホ Jレ

「ジャングlレ大帝誕生J24分

「ジャングル大帝約東J24分

古こどもおはなし会

紙芝置や絵本、簡単な工作などを押って謹

，:l'う。

E中央領事磐輯こども鐙1



務 495量豊

まで費けられるが、 4車までに鰐

了することが望ましい

臨開業医、構躍で接瞳を。接輔自は

監師とご相識を

韓保障誌、母子韓騎手帳を持書

〈ア〉

骨鍵盤センター

中里34-17 聾話34-0311

駅前パスダーミナル 5番鱒中車

経由日向間行または諏訪町経崩市

民病嬉行「援捧センター前j下 車

骨平埠程表盤調

豊原l!!J2 --21 電話32-0130

駅前パスターミナル 2番親 審 野

駅行「営林署前J下車 鞠対謀 Z謹以上 6輯来構白乳 幼

児。 1揖 6か月から 3薗までの開

巨費貯るととが望ましい

融接種方法開業医、病院で接 種

を。撞種目は医師と相説そ

盤料金無料

翻悟韓証、母子髄接手離を持番

盟受付午後 1時 -2時

盟合場揮韓センター

調母子韓康子輯、筆記用具、繭ブラ

シ(ヱ歳 6か月党のみ〉を持事

[ 3カ、発L空]

-11月 4日 4年 7月 1日-10日生

・11月18日 4年 7月11日--20日生

白 11月258 4年 7月21臼-31日生

[1識 6か丹児1

・11月四日 3年 5月 l臼-10日生

・11月178 3年 5月11日-20日生

暦 11月24日 3年 5月21日-31日生

[3識児]

・11月 58

・llfi19日

・11月 26日

11月初日午後 1時30分-4時

お産の進み方と産桂田過ごし方・

呼暁法

12月 5日 午前9時四分~日時30分

諦ちゃんのおふろ{実習)

お父さんもご書加を

盤会場保韓センター

盟主治監の許可を待てと書加を

購母子陸鹿手帳、筆記用具〈全日韓

共通〉、スラックス(2日と30日入

手ふきタオル(16日と 5日)、エプ

ロン、三角布 (16日〉を持参

帝人J

官半護雲市北金自 9~2 大ヱ:
橋本迭さん (38議〉と悦子さ

定量}の長女。体重8.2kg、身

朝、平成 4年 3月 138主主まれ。

パ パ が 繍 え て く れ た 庭 の 芝 生

犬ピーチと毎臼遊んでいる和ち

ん。外で遺書ぶのが大好意なめで、.

パが作ってくれるブランコがで曹

のを楽しみに待っている。名前は

じいちゃん(和夫)とおばあちゃ

(和子)む 1寺とそもらってつけたと

ママ。

臨相 説日華週水曙呂

盤 時 間午前9時30分 -10時30分

離合場保髄センター

舗内容悼 箪 甜 定 、 常 盤 、 病 気 、育

て方、予防接輔自ことなど

罷母子髄頭手輯を持参

く応毒事〉はがきに蔀ちゃんの名前、生年月日と両親

の住所、氏名、生年月日、電話番号、職業を醤いて

お出しください。対象は 1議未満の諒ちゃんです。応募されたはがき

は、毎月羽田 (20日摺印まで)に締め切り、 抽 選 で 葬 ち ゃ ん を 霜 月 由

広報紙に掲載します。なお掲誠した蔀ちゃんには、記念写真と広報紙

10部を差しあげます。<今湾の応募者出詩人でした〉

癌 送 り 先 芋 154平嘩市鵠間殴J9 --1 平塚市広報広轄諜蔀ちゃんのス

テージ様

一鶴料金無料

購楳世証、母ぅ円建鹿子棋を持寄

臨第 1期対象は 3か月以上 4蔵来

講の乳幼押~a 3週間から 8週間の

f昔話隔で 3[回受ける

韓欝 2期第 l期の 3面白の接撞日

から 1年以上 l年 6か月以内に I

L<'i}受ける。 5議 6月か月に遠ずる

補体操

11月 9日午 後 1時30分 -4時

お母芯んと広ちゃんり揖の南生・

お車の準備と蔀ちゃんの衣類

11月時計 午前日時30分~今後 2時

妊艇中と産挫の栄華{調理実辞と

v 紙食試食)

額控期(妊艇 8か月以降のjf)

舗対象 i由日せきの予肪接種を受け

る必要のない:丸幼児

P 部 i期 3か円以と 6議未満の乳

幼児。 3週間から 8週間の間隔で

3 J_rlJ受貯る ' 

司諮 2期第 1期の 3lπ の接離口

から l年以t:.l年 6か円以内自己 1

M受ける

建議接種刀法 市民碕院幽共諦病院自

みで勾閣を通じて接種iできる。接

韓日は蔀師とご相説者

る
も
の
も
あ
る
の
で
こ

r
ぷ

そ

。

い

ひ

も

風
説
明

r

不
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診
詩
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物

鶴
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部

(
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一

一

一

ハ

一

ご

へ

。

す

、

チ

ャ

J
f
ル
ド
シ
1

ベ
ビ
]
べ

努
J

η

品
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た
い
鞠
ベ
ピ
1
フ
ェ
ン
ス
、
ッ
尺

B
型
ベ
ピ
}
カ
人
一
段
ベ
ツ

ベ
ピ
!
キ
ャ
リ
ー
、
木
製
ベ
ッ
ト
、
ヵ
ド
、
ピ
一
ア
オ
カ
ラ
オ
ケ
、
ホ
ン
1
h

力
!

み
な
さ
ん
む
ご
協
h
て
問
い
合
わ
せ
シ
オ
ト
:
ン
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
用
ス
キ
ヘ
ッ
ト
、
ベ
ピ
1
ラ
ッ
ク
、

F
悦
用
自

が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
を
い
た

i
ギ
ャ
リ
ア
、
タ
J

ヤ
デ
ヱ
ン
(
コ
転
車

に
い
た
と
き
に
は
、
現
に
決
ま
っ
て
い
ム
製
品
R
U
)
、
電
動
編
み
機
、
お
ぶ

害事40翻王手若草稿新年銭入のつどい{良分採しの上告発一出会いそあらたに}

/ 
ぞき臼から号易自ヘ、文総ガより充実しだき主洛へはjぎなくには'?

努牲と女殺がお宝互いに纂らしやすい託会をつくるには'?

10月 31臼仕jま で に 、 女

性行政推進室(干254平場市主主町

3 - 1 M NピJレ10階電話21

7500)へ申し込みを。

例えば夫と重量、親とさ子、結と増、殿

場での人間関部、仕事と家縫など箆

疋り、騒いだり、体験しだご霊童売を

お寄せください。

-入選者(3編)は、 1月 21日付申新年

婦人のつどいで発表

援とこ識と努と女

3英五の哀怒に議ちたステージ

OEヨ時 湾問潟掛18時 30分競演

。場所市渓センターホ…ル
@入場料 5席 3，000円、 A席2.500円

'曲 Eヨ 潜とY自と男と女、時代おくれ、野鼠増件

。前売~ 10月 18B但)10時から、市民セン夕 、

ク ヲ ト ロ ー ド 、 チ ケ ッ ト び 晶 、 ヤ ン レ イ レコー

ド、稲元麗諜暑霊感、サクラ書五E本路、花水著書活

で発売

淡問い合わせ市民センター 電話322235 
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、

現

め

総

織

さ

れ

て

い

る

も

の

で

、

在

百

九

十

一

の

公

闘

が

あ

る

中

②
公
開
幽
の
美
化
意
識
を
高
め
る
遜
一
異
の
点
検
や
修
理
箆
所
の
遂
で
八
十
九
の
公
冨
愛
護
会
の
み

②
清
掃
活
動
③
花
壇
の
手
入
絡
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

れ

③

雑

草

の

刈

り

取

り

③

す

。

い

ま

す

。

建
設
省
で
は
、
国
道
Z
号
緯
の
舗

装
鰻
縛
工
事
を
行
う
。

門

v
工
事
場
所
宮
の
前
歩
道
椅
t
w一市

醤
第

2
4世
道
耳
慣

マ
工
事
期
間
口
月
1
日
(
日
)
1

3
月
沼
田
(
丹
)

マ
問
い
合
わ
ぜ
先
建
設
省
横
浜
詔

道
工
事
事
務
所
小
田
原

ι強
所
(
電

話
。
盟
六
五
i
u
l
~
一
一
六
二
一
)

イ

登
録
の
手
続
き
は
簡
単
で
す

の
で
、
み
ど
り
公
園
謀
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
み
ど
り
公
劉
諜
)

需
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
明
言

お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
糠
拍
て

当
(
内
線
三
五
五
)
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ス
む
つ
か
み
ど
り
)
寒
川
駅

守
定
員
百
四
十
人
(
抽
選
)

マ
参
加
費
十
八
人
一
手
円
、

7
供
託

百
円
、
昼
貴
持
挙

中
申
込
期
限
叩
月
初
出
(
火
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
一
γ
m
l
出
寒
川
町
産
業
振
興

諌
(
電

J

詰
町
内
一
一
)
へ
。

{
甲
璃
間
中
〈
管
理
者
議
溜
会
}

門

v
日
程
江
円
ロ
ロ
(
木
)
、
日
日

(
金
)
の
2
日
間

・
時
間
午
前
9
時
ら
午
後
5
時

円

v
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
フ
ラ
ザ

V
定
員
芭
五
十
人

(1討
哩

マ
資
料
代
一
平
円

マ
由
一
時
受
付
日
月
四
円
(
月
)
う

{
肪
火
講
習
金
}

7
5
時
日
月
四
日
(
太
一
)
午
後
2

時
1
4時

守
会
場
開
農
業
会
館
(
町
駅
有
け
)

マ
講
師
日
本
損
害
保
険
協
会
掬

忠
久
氏

マ
内
容
災
害
時
の
理
と
避
難

マ
定
員
二
百
人
(
先
夜
明
崎
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
消
防
本

部
予
防
課
予
防
団
山
(
内
線
二
九
問
)

へ。マ
ー
を
援
用
し
て
い
る
万
を
付
象
に

ハ
1
ト
な
ん
で
も
川
町
議
会
が
開
か
れ

る。7
日
時
口
月
4
日
(
水
)
生
了
前
日

寺
ら
子
弘
氏
宮
寺

日

F
-
o
f
r
i
z

マ
会
場
勤
労
会
開

マ
内
容
パ
ー
ト
の
脱
金
、
社
会
探

険
、
労
働
問
題
な
と

マ
問
い
合
わ
せ
先
勤
労
会
館
(
電

話
担
三
三
五
五
)

門

v
日
時
日
月
8
日
(
日
)
今
前
日

時
ら
午
後
3
時

マ
会
場
勤
労
会
館
駐
車
場

マ
内
容
技
能
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
建

物
、
自
転
車
、
畿
な
ど
て
実
憤
コ

ー
ナ
ー
(
表
札
、
包
丁
乙
ぎ
ほ

か
)
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
セ
ル

マ
問
問
い
合
わ
せ
先
勤
労
会
館
一
電

話
詑
l
三
一
二
五
五
)

iL L-=: 
7 時マ{
会ら臼教
場 時 膏

〉ノ

教 10ン
背月ポ
妥~ 24手J

館 [ヨウ
( ム
f_ ........ 

と子

11を
2 

マ一ア
i
マ
不
登
校
を
め
ぐ
っ
て
・

パ
ー
ト
2

マ
出
席
者
横
浜
市
立
大
学
医
学
部

助
教
授
竹
内
直
樹
氏
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会
教

職
員
諜
(
内
梅
丘
九
)

{
湘
南
ゆ
と
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
}

中
日
時
刊
円
出
口
(
七
)
午
後
1

t
y
O
ナ
i
;手

日
3
Jフ
{

4

5

ザ
会
場
矛
ヲ
崎
市
民
文
化
会
館

マ
テ
マ
心
経
か
な
人
生
を

マ
出
路
者
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
寓

崎
日
時
さ
ん
ほ
か

V
申
込
先
勤
労
会
館
(
電
話
問

一
一
一
一
広
五
)

本
遊
料
金
の
吃
払
い
は
、
間
判
な

日
経
擬
持
制
度
の
ご
利
用
を
。

な
お
、
転
出
な
ど
の
と
き
泣
水
道

料
金
生
精
簿
ず
る
の
て
、
転
出
の
5

円
前
ま
で
に
地
域
黍
号
、
整
理
都
合

号
、
水
仕
喬
与
を
州
間
企
業
庁
水
道
山
崎

平
塚
営
業
所

(
F山
中
古
河
リ
今
日
3

階
、
電
叫
(
松
一
)
に
ご
連

絡
を
。

あたたかい社
会
福
祉
接
金
は
、
地
域
福
祉
ホ

ラ
ン
テ
J

ア
の
助
成
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協

h
を。

問
い
合
わ
せ
は
、
礼
会
福
祉
協
議

会
(
電
弓
抽
出
一
一
一
一
)
ヘ
。

マ
社
主
揺
祉
基
金
へ

a

リ
;
ハ
r

ス
ト
ラ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン

γ
一万

円
、
川
前
交
瓦
会
一
万
六
千
七
円

四
十
点
円
、
栴
円
↑
に
ん
mwγ
探
常
繁
明

五
万
一
ロ
ハ
4
l
円
、
相
模
小
学
校

四
千
一
自
九
ー
し
ハ
円
、
間
島
久
雄

一
一
千
円
、
臨
尾
克
正
一
二
子
内
、
広

井
新
太
郎
十
万
円
、
ハ
l
フ
ェ
乃

内
リ
パ
テ
イ
)
教
涜
七
万
-
千
百

五
十
円
、
秀
業
問
ヂ
七
百
二
ト
九

月
、
今
良
範
一
一
千
六
百
六
十
七

円
、
高
砂
香
料
工
業
字
塚
工
場
五

万
円
、
小
山
美
栄
子
九
千
二
ト
五

円
、
湖
南
カ
ラ
オ
ケ
君
好
会
万

七
百
六
十
紅
円
、
花
水
地
出
南
部
長

寿
会
六
手
九
十
一
一
円
、
河
崎
第
一

福
野
会
・
山
本
利
男
@
つ
く
し
看
護

婦
家
政
婦
紹
介
所
各
万
円
、
按

一
円
京
子
@
鶴
間
伶
江
各
五
千
円
、

産
名
(
四
件
)
五
万
四
千
円

行

v
児
童
描
祉
へ
&
院
名
千
円

wv
社
章
構
祉
へ
胡
機
崎
輝
夫
四

ヂ
今

マ
老
人
擁
祉
へ
・
監
名
一
万
円

マ
交
遜
適
兇
へ
喝
行
千
単
帝
ん
い
一
一
一

万
七
子
月
十
円
、
ス
ナ
ッ
ク
あ
し
た

の
ジ
ョ
!
一
万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ホ
}

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

各
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
接
関

称
財
田
(
平
場
球
場
内
・
電
話
話
。

敬
一
(
〉
二
)
へ
。

V
ス
ポ
ー
ツ
据
描
開
講
金
へ
@
P
L
M

B
A
苧
塚
パ
ト
ン
一
一
万
円

一謙一
み
と
り
基
金
は
、
緑
化
凶
体
の
助

成
な
ど
に
慌
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
ね
せ
は
、
み
ど
り
公
樹
課

み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
一
一
丘
)
へ
。

γ
み
ど
り
基
金
へ
・
平
理
シ
ー
サ
イ

ド
ハ
J
l

ム
管
理
組
合
一
千
百
円
、

平
塚
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
管
理
組
合
一

万
円

摂動物保護センター(電話58---3411)

では、やむ を 得 な い 事 情 で 担 え な く な っ

た犬、 5苦を引き取っている。

当日、利用されるは印鑑、犬の鑑

札、注射持票、愛犬予三桜之そ持空会していた

だきたい。引き取り)衰の停留時間は15分

倍L

なお、犬 、諸についての苦情、棺談や

野二えの捕獲依頼も向]センタ へ。

[llR 2 B 
9 ; 00 

9 : 25 
9 : 55 
10: 20 

犬冨

OE菱重

10月 23日

(金 13時

時 30分紅

苔バールロー

ド、1l}]7E-l

(士 10~!

時 30分紅

毛主ノかル口一

ド、月 8日 (日) 10時---1~部寺総合公主語、 11月 13 臼

(金) 10時~15時30分軍司北口、日月 14臼 (cl:) 10時

~15時30分車工谷パールロード

く〉ご協力ありがとうございましたけ汚)

敬称略

三菱樹脂平塚工場、不二家平壌工場(以上団体のみ}

敬称略
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